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高校1年生にとって，仮説検定（フィッシャー；ネイマン・ピアソン流）
を教えるにあたって難所と思われる内容から考えてみる

①母集団と標本の関係（母集団分布，標本分布）の問題

②確率変数，確率分布，確率を求める（∑，積分の）問題

これらをカバーするために → シミュレーションやPCの使用の

問題，高１では，二項分布さえ知らない状態。

③統計量の問題，正規化，確率変数から統計量の導出

④帰無仮説，対立仮説 の問題（設定法，意味，分布の属性）

⑤有意水準（危険率）問題（意味や過誤の問題）

⑥仮説の棄却に関する問題（H0が棄却ならH1は採択？）

など・・・



高校２年生になって，数学Bで統計分野を学んだ後に
どの程度解決したのか。

① △母集団と標本の関係（母集団分布，標本分布）の問題 → t-分布

② △確率変数，確率分布，確率を求める → 積分の問題

③ 〇（統計量について高校の範囲としては、OKと思われる）

④ ×帰無仮説，対立仮説 の問題（設定法，意味，分布の属性）

⑤ ×有意水準（危険率）問題（意味や過誤の問題）

⑥ ×仮説の棄却に関する問題（H0が棄却ならH1は採択？）

など・・・



実際に授業してみて感じたこと
① 推定･検定前の確率論の部分が長い。重要だが、推定･検定をまず知

るには、必ずしも必要な分量と深さなのかは疑問。

② 説明、模範解答の文章が長い、記述が大変（教師も生徒も）。

できるだけ記号化が必要か。

（例） 確率変数Ｘが期待値ｍ、標準偏差σの正規分布に従う

→ Ｘ ～ Ｎ（ｍ,σ２) など。

➂  仮説検定をマニュアル化すると理解も記述も楽になる。

④   離散型はP（X=a）なのに、連続型はP（a≦X≦ｂ）と不等式でしか表せない

のか。→ 実数は小さい順に並べられない、水から水分子１つは取り出

せない。→それが連続ということ。

⑤ 数Ⅰで学んだ「仮説検定の考え」からの連続性が薄い。



仮説検定の手順のフォーマット

① 有意水準αの設定
② H0:帰無仮説, H1:対立仮説を設定する

（片側検定か両側検定かも判断）

➂（得られた標本を用いて）統計量の算出

④ 棄却域Rの設定（ここが一番重要）

⑤ 判定 （H1 が棄却される or 棄却できない）



フォーマットに従った 具体例



● 別実験を行う 理論値で評価したい。 無理せず，数Bまで待つ
「考え方」を簡単な例で説明することに重点

● 2つの仮説が論理的に排反でないことがある

 数理統計学上は補集合の関係（排反），実際は不可能。

μA＝μB 1点での（単純）仮説と μA ≠ μB その他の（複合）仮説 

とで考える。実は，帰無仮説μA＝μB と対立仮説μA＜μBの設定は不自然。

μA＞μBの可能性が除かれている。仮説が立てられるのは，パラメータ（母

数）のみについてのみ 競争に勝つ主張をすべき（現実的考えかた）
or ベイズ統計

● 問題となる確率のみでなく，なぜそれ以上の確率をもとめるのか

分布の形状とのそれらのズレ，ヒストグラム作成 数Bまで待つ
● 有意水準の設定について（棄却域の生成こそが要）

「見ないことにする確率」(今回） 帰無仮説の分布前提（モデル）からの矛盾

● データサイエンス，統計学の結果の信頼性は？（条件，リスクを背負った判断）

仮説検定の考えの授業での主な現場の声・・・・公開研協議会から
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